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株式会社ブレインパッド 

2015年6月期 
決算補足説明資料 

本資料に記載されている戦略や計画、見通しなどは、過去の事実を除いて予測であり、現時点において入手可能な情報に依拠し判断された一定の前提条件に基づ
いております。したがって、実際の業績等は今後の様々な要因によって、これら見通しとは乖離する場合があることをご承知おきください。また、グラフ内の数
値は端数処理により総和が短信等で開示している合計額と一致しない場合があります。なお、2011年6月期 2Q以前の数値は未監査でありますため、当該期の数
値は参考資料となります。 
本資料における情報は、本資料が作成された時点のものです。将来発生する事象などにより内容に変更が生じた場合も、当社が更新や変更の義務を負うものでは
ありません。また、本資料に記載された会社名・商品名・ロゴは、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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Ｍｙｎｄ株式会社 株式会社ブレインパッド 
ビジネスオペレーションズ 

株式会社Qubital 
データサイエンス 

BrainPad US Inc. 

（日本国内） 

（海外） 

100％出資 49％出資 85％出資 

100％出資 

株式会社ブレインパッド 

海外子会社の管理 Mynd Engineの開発・提供 データアナリティクス事業 
コンサルティング事業 

アナリティクス事業、ソリューション事業 

アナリティクス事業 
ソリューション事業 
マーケティングプラットフォーム事業 

連結子会社 

持分法適用関連会社 

51％出資 

ヤフー株式会社 

グループ体制（2015年6月30日現在） 

※ 連結子会社博湃信息服务（大连）有限公司は事業停止済、 
  株式会社ミディーは当社への事業譲渡後清算手続中のため、本スライドには記載しておりません。 
 



データ分析に関連する3事業をトータルに展開 

4 

 
データ分析に関する 
プロフェッショナル 
サービス各種 
（データ分析＆コンサルティング） 

ブレインパッドの事業＝主にマーケティング領域のデータの活用支援 

アナリティクス事業 

人的サービス 

 
分析技術を利用 
した自社開発の 
SaaS型サービス 
の提供 

デジタルマーケティング 

マーケティング 
プラットフォーム事業  

CRM/MAおよび 
分析関連ソフトの 
販売とシステム 
インテグレーション 

システム構築 

ソリューション事業 

データ 
収集 

データ 
蓄積 

データ 
分析 

施策 

データ 
収集 

データ 
蓄積 

データ 
分析 

施策 

データ 
収集 

データ 
蓄積 

データ 
分析 

施策 

SAP Predictive 
Analytics 



当社の顧客企業（一部） 
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情報サービス グーグル㈱、ヤフー㈱、楽天㈱ 

外食・小売・通販 

アスクル㈱、㈱Eストアー、㈱大塚商会、オルビス㈱、花王㈱、㈱カクヤス、
カルチュア･コンビニエンス･クラブ㈱、㈱ゲオ、サンワサプライ㈱、 
GLS JAPAN㈱、㈱資生堂、㈱JIMOS、㈱すかいらーく、全日空商事㈱、 
㈱ツルガ、㈱ディノス･セシール、㈱ドクターシーラボ、 
トレンドマイクロ㈱、日本盛㈱、日本マクドナルド㈱、㈱ネットプライス、
㈱ファンケル、㈱ポーラ、㈱MonotaRO、㈱やずや、ライオン㈱ 

金融・保険・カード ㈱SBI証券、SMBC日興証券㈱、㈱オリエントコーポレーション、 
新生フィナンシャル㈱、野村證券㈱、ポケットカード㈱、㈱横浜銀行 

広告 ㈱アイレップ、㈱ヴィクシア、㈱サイバーエージェント、㈱電通、 
㈱博報堂、㈱Platform ID 

旅行・娯楽 ㈱i.JTB、㈱ゴルフダイジェスト・オンライン、㈱セガゲームス、 
日本航空㈱、㈱日本旅行、㈱ローソンHMVエンタテイメント 

その他 ㈱NTTドコモ、スターツ出版㈱、㈱タナカ、ディップ㈱、㈱日経BP、 
ニフティ㈱、㈱船井総合研究所、ミサワホーム㈱ 



2015年6月期 業績ハイライト 
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2015年6月期 ハイライト 
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前年との比較 
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6.7％増 6.6％増 

営業利益 17.3％減 
経常利益 35.6％減 

営業利益 12.7％減 
経常利益 2.5％減 



連結業績と単体業績の差異① 
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＜ 当社グループの体制は、P3をご参照ください。＞ 
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連結業績と単体業績の差異② 
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損益計算書 
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【連結】 【単体】 （単位：百万円）
2014年
6月期

2015年
6月期

増減率 2014年
6月期

2015年
6月期

増減率

売上高 2,541 2,713 6.7% 売上高 2,514 2,680 6.6%
売上原価 1,503 1,648 9.6% 売上原価 1,486 1,600 7.7%
売上総利益 1,038 1,065 2.5% 売上総利益 1,028 1,080 5.0%
販売管理費 857 915 6.7% 販売管理費 790 872 10.4%
営業利益 181 149 -17.3% 営業利益 238 208 -12.7%
営業外損益 -27 -50 －  ※1 営業外損益 -12 12 －
経常利益 154 99 -35.6% 経常利益 226 220 -2.5%
特別損益 0 -70 －  ※2 特別損益 0 -201 － ※3
税引前当期純利益 154 30 － 税引前当期純利益 226 19 -91.8%
法人税等 88 47 -46.1% 法人税等 87 48 -44.4%
当期純利益 66 -18 － 当期純利益 138 -30 －

※1　当期（2015年6月期）は、持分法による投資損失57百万円を含む。
※2　当期（2015年6月期）は、連結子会社の特別清算手続きに伴う債務免除益36百万円、
　　  出資先企業に係る投資有価証券評価損27百万円、連結子会社に係る減損損失71百万円、
　　  関係会社整理損3百万円、関係会社整理損失引当金繰入額5百万円を計上。
※3　当期（2015年6月期）は、出資先企業に係る投資有価証券評価損27百万円、関係会社株式評価損16百万円、
　　  関係会社清算損113百万円、および関係会社整理損46百万円を計上



キャッシュフローの状況 
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【連結】 【単体】 （単位：百万円）

2014年
6月期

2015年
6月期

2014年
6月期

2015年
6月期

営業活動によるキャッシュ・フロー 370 432 ※1 417 475

投資活動によるキャッシュ・フロー -537 -310 ※2 -593 -370

財務活動によるキャッシュ・フロー 225 148 ※3 233 159

現金および現金同等物の期首残高 368 427 347 404

現金および現金同等物の期末残高 427 697 404 668

　　　　　　　　当期（2015年6月期）について
※1　減価償却費 268 （ソフトウェアやサーバー等）
　　  減損損失 70 （連結子会社の固定資産に係る減損損失）
※2　無形固定資産の取得 -160 （ソフトウェアの開発）
　　  子会社株式の取得 -105 （Mynd株式会社の株式取得）
※3　長期借入による収入 246
　　  短期借入の返済 -100



直近3期の比較 
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連結業績（3期比較） 
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単体業績（3期比較） 
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その他ハイライト 
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ストック売上高の推移（単体） 
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全売上高に占める 
ストック売上の比率が 

48.3％まで上昇。 
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2010年6月期 2011年6月期 2012年6月期 2013年6月期 2014年6月期 2015年6月期 
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従業員数の内訳（単体） 
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アナリティクス事業 
（3Q末比＋12名、21.4％増） 

ソリューション事業 
（3Q末比＋3名、 17.6％増） 

マーケティングプラットフォーム事業 
（3Q末比＋4名、12.9％増） 

その他 
（3Q末比＋1名、 5.0％増） 

160名 
（前四半期末比+23名） 

（16.8％増） 

 営業・マーケティング 
（3Q末比＋3名、 23.1％増） 



2015年6月期 セグメント別の業績 
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連結セグメント売上推移（3期比較） 
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単体セグメント売上推移（3期比較） 
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アナリティクス事業（単体） 売上－顧客数推移 
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2011年6月期 2012年6月期 2013年6月期 2014年6月期 2015年6月期 
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 ■単体利益率の推移        ■当下期（1～6月）について 
 
            ①連結セグメント利益 6.6％ 
 
            ②単体セグメント利益 9.4％ 
 
            ②から営業部門の費用を  
            除いた場合 
         （左記グラフにおける％）  15.3％ 
 
         4Qの売上高が想定を下回った 
         ことと、人員の増加により、 
         利益率が低下。 
          
 
          
          

        
       

セグメント利益（単体、アナリティクス事業） 

25 

決算短信等のセグメント利益では、2012年6月期下期より、営業部門の費用を3事業に配分しておりますが、 
事業部門自体の利益を表すために、上記グラフでは、営業部門の費用を除いた場合の利益を表示しております。  
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ソリューション事業（単体） 売上－顧客数推移 
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2011年6月期 2012年6月期 2013年6月期 2014年6月期 2015年6月期 
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ソリューション事業（単体） 売上構造 
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2011年6月期 2012年6月期 2013年6月期 2014年6月期 2015年6月期 
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 ■単体利益率の推移        ■当下期（1～6月）について 
 
            ①連結セグメント利益 21.5％ 
 
            ②単体セグメント利益 22.1％ 
 
            ②から営業部門の費用を  
           除いた場合 
         （左記グラフにおける％）  25.1％ 
 
         今期より主力製品の仕入原価率 
         に変更があったため、前期に 
         比べて利益率が低下したが、 
         今期年間を通じては、利益率は 
         安定的に推移。 
 
          
          
          

セグメント利益（単体、ソリューション事業） 
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ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業（単体） 売上－顧客数推移 
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ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業（単体） 売上構造 
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 ■単体利益率の推移        ■当下期（1～6月）について 
 
            ①連結セグメント利益 31.7％ 
 
            ②単体セグメント利益 31.7％ 
 
            ②から営業部門の費用を  
            除いた場合 
         （左記グラフにおける％）  36.1％ 
 

     
        データセンターのクラウド化 
         (Rtoasterのクラウドサーバー移行） 
         のための一時的な投資費用や、 
        人材採用費用が発生したため 
        利益率が低下。 

    
       

セグメント利益（単体、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業） 
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次期の見通し・取り組み 
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2015年6月期を終えて（レビュー） 
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 既存事業の伸長と、新領域への取り組みの両面を推進。 
 

 しかし、新領域の一環として立ち上げたグループ各社の損失が 
  連結の利益を押し下げる状況が続いていた。 

これまで 

連結子会社の事業計画の見直しと事業整理の結果、特別損失を計上。 

 特別損失の影響により、当期純損失を計上。 
2015年6月期の業績 

 既存3事業の成長に集中。 
 

 スケールするビジネスの創出を推進する。 

2016年6月期の方針 

次期以降、連結子会社による大きなマイナスの影響が出ない体制に変更。 



次期（2016年6月期）について 
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 ストック型ビジネスへの展開を図り、2017年6月期以降の 
  収益成長※基盤となるサービスモデルを開発する一年。 
 

 ※参照：P45 中期的な目線 
 
 
 上期（特に第1四半期）は、 
  人員増の費用負担が先行することに加え、 
  ストック型ビジネスへの転換の準備時期にあたり、 
  赤字となる見込み。 
 
 
 下期より、収益回復を実現。 

2016年6月期の位置付け 



2016年6月期 連結業績予想について 
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売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

2Q累計 
 (前期比) 

 1,350百万円  
（＋0.6％） 

  △40百万円  
（△151百万円） 

△55百万円  
（△133百万円） 

△60百万円  
（+13百万円） 

通 期 
 (前期比) 

 3,000百万円  
（＋10.6％） 

   50百万円
（△66.5％） 

40百万円 
（△59.7％） 

5百万円 
（＋23百万円） 



アナリティクス事業の取り組み 
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 様々な業種からの「相談」が増加傾向にあり、顧客数は増加。 
  それによる小規模案件の増加により、セグメント利益率が悪化。 
 
年間平均※の前年度比：顧客数/四半期 ：+17件 (+44.4%) 
 (※四半期単位 P24参照)     顧客あたり売上/四半期 ：△８.5百万円 (△37.7%) 

課 題 

 分析で終わらせない、予測･AI･最適化ロジックによる、 
  プロセス･インテグレーション案件の推進・横展開（次頁参照） 
   ⇒ ストック型の案件として収益の安定化・効率化 
 
 他事業のソリューションを組み合わせた総合的な提案の推進 
   ⇒ 案件の大型化と長期化 

2016年6月期の方針 



プロセス･インテグレーション案件の推進・横展開 

37 

③分析結果の納品 

①データ収集※ 

②分析 

③分析結果 
＋予測･AI･最適化ロジック 
 の提供 

④システム化 

⑤ロジック改善、システム 
 の保守やメンテナンス 

顧客のビジネスプロセスに 
組み込まれ、継続稼働 

通常の受託分析案件 予測･AI･最適化ロジックによる 
プロセス･インテグレーション案件 

ストック型の 
売上高の創出 
   ＋ 
案件の長期化 ◆予測･AI･最適化ロジックの適用領域（例） 

 ・リソース配備の最適化 
 ・稼働スケジュールの最適化 など 

①顧客からデータ受領 

②分析 

≪ 従来 ≫ ≪ 今期以降拡大 ≫ 

※データ収集からの関与、 
 オープンデータの利用等も 



ソリューション事業の取り組み 
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 拡大を続けるソフトウェア市場を追い風とした、 
   事業拡大の高速化 
 

 収益貢献度の大きい「SAPⓇ Predictive Analytics」の拡販 
 

   ⇒ SAPジャパン㈱より、Master VAR（再販一次店）に指定 
 
 ストックビジネスの拡大に寄与する新製品の投入 

 

   ⇒ SaaS型MAソリューション「Probance One」 
   ⇒ IoT時代のリアルタイム分析処理基盤「MapR」製品 

2016年6月期の方針 

課 題 



SAP® Predictive Analytics の拡販 
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これまで 今後の構想 

SAPジャパン株式会社 

A社 B社 C社 … 

顧客 顧客 顧客 … 

販売、導入サポート 

SAPジャパン株式会社 

A社 B社 C社 … 

顧客 顧客 顧客 … 顧客 

卸し 

 Master VAR 
 （再販一次店）に指定 

販売 販売、導入サポート 

卸し、販売支援 

これまで通り、 
直接販売も行うと共に 
他社の支援も行う 

卸し 

エスエーピー・プレディクティブ・アナリティクス 



ストック型の新製品の投入 
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市 場 日本の“データ活用型マーケティング関連ソフトウェア市場”は、 
現在の800億円から、2019年には1,300億円に達すると予想。 
そのうち、MA市場は、現在の3倍近くまで成長する可能性有。 

製品の特徴 ① 日本企業向けに開発されたMAソリューション（海外製品にはない強み） 
② わずか3ステップで導入可能 （他製品は導入までの時間とコストが高い） 
③ 初期費用無料、月額83,000円からという価格設定 

ターゲット メインターゲットは、BtoCのEC/通販企業。 
手頃な価格帯のため、地方の中小ECサイトを含め、シェア拡大を図る。 

目 標 今後3年間（2018年6月末）までに 
 200社以上への導入 
 累計売上高10億円以上の達成を目指す 

プロバンス     ワン 



マーケティングプラットフォーム事業の取り組み 
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 変化の激しいデジタルマーケティング領域における優位性の確立 

課 題 

 
 引き続き安定的なストック型売上を確保 

 
 独自のマーケティング・ソリューションの提供 

 

   ⇒ Mｙｎｄ株式会社の子会社化による技術基盤の強化 
   ⇒ スマホシフトへの対応（「Rtoaster SDK」の提供など） 
   ⇒ メジャーバージョンアップを完了した主力製品 
     「L2Mixer」の再拡販 

2016年6月期の方針 



導入業界の拡がり 
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 アールトースター 



新経営方針等 
 

次期の取り組みの前提となっている 
当社グループの新経営方針や中期の目線について、 

説明いたします。 

43 



新経営方針について 
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 IoTなどスケールしていく領域の拡大 
 
 成長するデジタルマーケティングを強化 
 
 中小事業向けに “面を取る” SaaSを提供 

データを活用した予測・AI・最適化により、 
企業のビジネス･プロセスを進化させます。 ～ ～ 



中期的な目線について 
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中期的な目線：連結経常利益 

売上拡大の領域・内容 
 
１．非マーケティング領域の拡大 
   ⇒今期の主な取り組みについてはP46参照 
 
２．IoT(Internet of Things)領域への展開 
   ⇒当社のIoT貢献領域についてはP47参照 
 
３．プロセス･インテグレーションの展開 
   ⇒分析で終わらないプロセス化の受託および運用 
 
４．ストック型ビジネスの拡大 
 
５．中小事業向けのサービス/ソフトウェア提供 
   ⇒中堅中小企業も顧客となるサービス/ 
    ソフトウェア(Probance One,WPSなど)の提供  
   ⇒P40参照 0.4億円 3億円 7億円 10億円 0.9億円 
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人流分析 
出店計画 
都市計画 

HEMS 
(Home Energy  
 Management 
 System) 

通信 電力・ガス・ 
水道 

建設 
都市インフラ 

非マーケティング領域の拡大展開  

46 

既存事業 
・ 予測・AI・最適化で企業ROI向上 
・ 現状分析による改善点の発見 
・ CRM/MAサービス 
・ デジタルマーケティング(DMP/Webでのレコメンド)  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

領
域 

非
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

領
域 

セキュリ
ティー コネクテッド・カー 

車両診断・交通管理
危険予知 

現在までに当社内に 
検証実績があるもの 

 AI / IoTテクノロジを活用して非マーケティング領域への展開を加速。 

製造 
故障予知 
効率改善 

IoTテクノロジ 
ストリームデータ 

（流れ込むデータ） 
リアルタイム処理 

人工知能 
AI(ML/DL) 

ロジスティクス 
リソース配備・ 

スケジュール最適化 

ライフ 
サイエンス 

金融 
不正検知 

ポートフォリオ最適化 



直接の対象
ではない 

IoTビジネスでの当社の貢献分野 
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データ 
ストレージ 

スマホ 

小型コンピュータ等 

センサー 

いわゆる 
IoT対応端末、 
センサー 

いわゆる 
IoT向け 
ネットワーク 

いわゆる 
IoT向け 
サーバー、 
ストレージ 

携帯通信,WiFi,Zigbee等 

当社の貢献領域 

活
用
方
法
全
体
の
提
案
・
分
析 

サ
ー
ビ
ス
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発
・
プ
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監視システム 
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その他の取り組み 
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2015.8.3「ITmediaエンタープライズ」記事より抜粋 
http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1508/03/news072.html 
http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1508/03/news072_2.html 

ソフトバンクと共同でエコシステムづくりに本腰 
 
「Watsonが日本でも広く活用されるように 
 注力していきたい」 
 
米IBMでWatson事業を推進するマイク・ローディン 
シニア・バイス・プレジデントは7月30日、 
日本IBMが開いた同事業に関する会見でこう語った。 



Appendix 
 

当社グループの会社概要やビジネスモデルについて、 
補足説明いたします。 
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3事業の概要 
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ｱﾅﾘﾃｨｸｽ事業 ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業 

事業内容 ●企業の有するデータの分析と 
 企業行動の最適化支援 

●分析関連のハードウェア、 
 ソフトウェア（他社製品）の 
 仕入・販売 
●システムインテグレーション 

●分析技術を利用した自社開発の 
 SaaS型サービスの開発・提供 

主力サービス 
●受託分析サービス 
●コンサルティングサービス 

（次ページ以降参照） 
（次ページ以降参照） （次ページ以降参照） 

売上について 

●プロジェクトベースで受注。 
●プロジェクトの期間は、数カ月  
 ～数年にわたるものまで様々。 
●プロジェクトの体制は、数名～ 
 4-5名体制まで様々。 

●ソフトウェアのライセンス売上 
 と保守料。 
●システムの受託開発による売上。 

●自社開発のSaaS型サービスの 
 月額利用料（従量課金形式）。 
●顧客毎のカスタマイズ開発売上。 

主なコスト 
について 

●分析に要した分析官の人件費 
など 

●ライセンスの仕入 
●受託開発に要した人員の人件費 

など 

●サービス開発のための人件費 
●SaaS型サービス運用のための 
 サーバー代       など 

競合環境 
●上場企業は当社のみ。 
●50名を超える分析組織は、 
 国内最大規模。 

●分析関連システムの販売という 
 観点では、システムベンダーと 
 競合するが、分析力を有する点 
 で補完関係にあるとも言える。 
●当社のみが取り扱う製品を多数 
 揃えることで、差別化を実現。 

●類似サービスが複数あるが、 
 売上規模としては最大規模。 

主要顧客 
●インターネット系、金融系、 
 小売・サービス系など多岐に 
 わたる。 

●多岐にわたる。 
●通販・ECサービス系。 
●多数の消費者顧客・会員をもつ 
 サービス業など。 



アナリティクス事業の事例 
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データの活用に課題を感じている企業と課題は多岐にわたっています。当社は創業来10年間、 
非定形の分析業務を受託し、顧客毎の課題を解決する高付加価値サービスを提供しています。 

総合通販企業 カード会社 専業通販企業 

人材紹介会社 小売企業 ネット系企業 

送付カタログの選定と 
確率に基づく送付判定を実施 

 
 

コスト 10％ 削減 
ROIを 20％ 改善 

リボ払いの勧誘DMを 
顧客の利用確率を予測して送付 

 
 

 同じDM予算で 
利用者数が 5.2倍 

踊り場の事業で、顧客の購買行動 
をデータ分析し、新しいKPI作成 

 
 

顧客単価の 20％ 向上等 
効果多数  

分析より転職難易度を判定し 
アドバイザーの担当割を実施 

 
 
転職決定数で評価が決まる 
担当振り分けの不公平解消 

PB新商品のヒット率が低下する中、 
ID付POSから新商品効果を検証 

 
 
最適な新商品の投入間隔を 
求め、開発期間を最適化 

    分析スキームの提供と 
  分析環境構築、分析支援を実施 
 
 
アルゴリズムの問題を指摘し、 
広告商品のクリック率を改善  



ソリューション事業の主な製品 
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 SAPⓇ Predictive Analytics 
（エス・エー・ピー・ プレディクティブアナリティクス） 

世界で初めてデータマイニングの自動化を可能にしたソフ
トウェア。機械学習によりデータマイニングを自動化し、
高精度の予測を継続的に提供し続けることができる。 

 
       （イクスクイック）   

企業に蓄積された様々なデータを統合し、直観的な操作で
集計・分析、データ抽出およびレポート作成までを実施で
きるマーケティング・インテリジェンス・ソリューション。 

           
                             （プロバンス 
                                ハイパー・マーケティング） 

データの統合・整備・蓄積、キャペーンシナリオの作成・
運用、効果検証といった一連の作業を支援するマーケティ
ング・オートメーションプラットフォーム。 

                            
               （プロバンス・ワン） 

上記「Probance Hyper Marketing」の豊富な導入実績に 
基づいて開発された、日本のEC企業向けに特化したマーケ
ティング・オートメーション。 

 
           （マーケティング 
            キュー・イー・ディー） 

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・ネットメディア等への広告
費用投資や、各種広告プロモーションによる集客・売上等
の予測とコスト配分の最適化を実現するソフトウェア。 

           
           （クリムゾンヘキサゴン フォー  
            サイト・プラットフォーム） 

世界中で100社以上の企業やブランドが採用し、総計4千億
件を超えるソーシャルメディアへの投稿を、多言語にて 
収集・比較・分析できるプラットフォーム。 

 
       （ダブル・ピー・エス ソフトウェア） 

SAS言語で記述されたプログラムをそのまま実行し、デー
タ加工、統計処理、グラフ処理などが実行できる、汎用性
の高いプラットフォーム。 

 
            （タブロー） 

担当者が日々の業務で利用できるビジネス・インテリジェ
ンスツール。分析結果は多彩なグラフで表現され、ドリル
ダウンによるデータ集計や分析も簡易に行える。 

             
            （スカイツリー・サーバー） 

Hadoop環境上で動くエンタープライズ向け機械学習エン
ジンの商用化に成功した数少ないソフトウェア。高速に生
み出される高精度なモデルを用いた予測分析が可能。 



マーケティングプラットフォーム事業の主な製品 
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        （アールトースター）             

最新のデータマイニング技術を駆使して実現された、 
商品自動推奨機能を搭載したレコメンデーションエンジン 
のSaaS型サービス。 
顧客属性連携と、行動ターゲティング機能を持つ、国内唯
一の総合型レコメンデーションエンジン。 

 
 
 
       
 
        （エルツーミキサー） 

検索エンジン連動広告において、大量キーワードを出稿し
た際に想定される膨大な数の出稿パターンの中から、最も
効率の良いものを発見する、リスティング広告最適化の
SaaS型サービス。最適化技術を応用。 
ポートフォリオ型の出稿自動化エンジンとしては、唯一の
国産ツール。 

 
 
 
 
 
        （クラウドストック） 

大容量データの蓄積および分析を可能とする、PaaS型 
クラウド・サービス。 
日々大量に発生するデータを、クラウド上で適切に蓄積・
処理するとともに、BIツールで管理・分析を行うことも 
可能。 

 
 
 
 
                  （レシレコ） 

「家計簿をリデザインする」をコンセプトに、レシートの 
データ化から、分析、記録、共有までを無料で提供する、
無料の家計簿／支出管理アプリ。スマートフォンで写真を
撮るだけでレシートの情報がその場で自動データ化され、 
グラフなどで簡単に分析することが可能。 

※2013年度グッドデザイン賞受賞 



グループ会社の紹介：Ｍｙｎｄ株式会社 
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 ニュースアプリ「Ｍｙｎｄ」を開発・提供しているテクノロジー企業。 
 機械学習技術や統計分析を応用した機械学習推薦エンジン「Mynd Engine」 
 を保有。マーケティングプラットフォーム事業の技術基盤を強化。 
  

  マインド 

↑ 
自動収集した膨大な記事を 
数十個のまとまり（トピック） 
に自動分類するとともに、 
ユーザの行動から好みを学習し、
個々人にあった記事だけを配信 
するアプリ。 
 
← 
Apple Watch、Android Wear 
搭載のスマートウォッチにも 
対応。 



グループ会社の紹介：株式会社Qubitalデータサイエンス 
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Yahoo! JAPAN 

マルチビッグデータ 

オンライン 
データ 

オフライン 
データ  

プライベート 
DMP 

＜分析ソース＞ ＜アウトプット＞ 

Yahoo！ 
への広告 

レポート 

予測 
モデル 

 CRMシステム等へ 

＋ 
分析 

＜クライアント企業＞ 

Yahoo！ 
タグマネージャー 

●Yahoo！検索 
●ヤフオク 
●Yahoo！知恵袋 
●Yahoo！ショッピング 
●Yahoo！ウォレット 
●CARVIEW！ 
 
その他100以上のサービスから 
なるマルチビッグデータ 

 
 ヤフー株式会社との合弁会社。（当社持株比率49％） 
 企業が保有するデータに加え、ネットユーザに高いカバレッジを持つ 
 ヤフーのデータを活用し、マーケティング課題の新たな解決を可能に。 
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連結売上高の推移

MP事業：ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業
SOL事業：ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業
AS事業：ｱﾅﾘﾃｨｸｽ事業

当社グループ創業からの歩み 
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2009年以前のセグメント別の売上高は未公表です。 
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Data Analytics for Sustainability 
  

データ活用の促進を通じて持続可能な未来をつくる 

本資料に記載されている戦略や計画、見通しなどは、過去の事実を除いて予測であり、現時点において入手可能な情報に依拠し判断された一定の前提条件に基づ
いております。したがって、実際の業績等は今後の様々な要因によって、これら見通しとは乖離する場合があることをご承知おきください。また、グラフ内の数
値は端数処理により総和が短信等で開示している合計額と一致しない場合があります。なお、2011年6月期 2Q以前の数値は未監査でありますため、当該期の数
値は参考資料となります。 
本資料における情報は、本資料が作成された時点のものです。将来発生する事象などにより内容に変更が生じた場合も、当社が更新や変更の義務を負うものでは
ありません。また、本資料に記載された会社名・商品名・ロゴは、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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